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ライフスタイルの多様化やコロナ禍による社会環境の変化は、子どもたちの食や

栄養にもさまざまな影響を与えています。酪農乳業界は社会と連携して、子ども

たちのためにどのような貢献ができるのでしょうか。子どもの栄養や健康について

詳しいお二人の専門家に提言していただきます。

給食を通して子どもの成長を願うからこそ伝えたい、給食のない日も牛乳を。

インタビュー

公益社団法人
全国学校栄養士協議会

会長

長引くコロナ禍で栄養バランスや生活習慣を乱す子どもが増えており、食育の必要

性がますます高まっています。特に重視したいことは、朝昼夕の食事時間を定点とした

生活リズムをつくることと、バランスのよい食事を自ら整える力をつけること。それを

知識として学ぶだけでなく、家庭で実践してもらうことが食育の目標です。

　給食で毎日出る牛乳は、食育の身近な教材になります。私も学校に勤務していた

頃は、栄養面の知識指導に加え、牧場での酪農体験や乳業メーカーの研究者を招い

た出前授業も行っていました。牛乳を支える人たちの思いに触れることで子どもの

学びが深まり、家庭での実践につながっていく。学校現場と酪農乳業関係者の連携

で、そんな充実した食育活動が増えることを期待しています。

学校と酪農乳業の連携で、実践的な食育を

　成長期に必要な栄養素を補うように献立設計された学校給食は、子どもの栄養

バランスを保つうえで欠かせない存在です。学校が休みで給食のない日は栄養面

の課題が出やすく、特に家庭での牛乳摂取が少ないためカルシウムが欠乏しがち

です。またコロナ禍以降は、外で日光に当たる時間が減ることによるビタミンD不足

も懸念されます。

　こうした課題の改善には、家庭に働きかけて保護者の意識を変えることが重要で

す。日本人は全年代でカルシウムが不足しているので、子どもの栄養問題は大人に

も当てはまります。牛乳を冷蔵庫に常備して、家族みんなで毎日飲む習慣をつけても

らうことが大切。手軽なミルク料理レシピの発信など、牛乳の利用シーンを広げる活

動も有効だと思います。

家族みんなで毎日牛乳を飲む習慣を広めたい

長島 美保子さん

帝京平成大学大学院
健康科学研究科
健康栄養学専攻
特任教授

児玉 浩子さん

　「給食のない日」は年間175～180日もあります。つまり年間の約半分は「給食のない日」です。

学校が家庭の食事に関与することの難しさはあるものの、保護者の頼りにする栄養改善に向けた

情報源は学校です。P4で紹介する新規リーフレットは、酪農乳業関係者から学校、学校から家庭

へ伝わってほしいと考えて制作しました。ぜひ、日頃の活動にご活用ください。

学術調査グループ 主任 前 いずみ
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牛乳を食べよう！気分があがる
ミルクレシピ

みかんの牛乳寒天牛乳1リットルで作る！

【下準備】
牛乳パック（1L）2本
牛乳パックにクッキング
シートを敷き、水分をふき
とったみかんを並べ冷蔵
庫で冷やしておく。

牛乳パック型は輪ゴムで
止めるときれいな形に

仕上がります。

レシピ：小山 浩子さん（料理家・管理栄養士）

【材料】

①鍋に粉寒天（A）と砂糖（A）を加えよく混ぜておく。
　（混ぜておくことで、牛乳で溶けやすくなります。）

②牛乳（A）を少しずつ加えながら寒天をしっかり溶かす。
③中火にかけ、沸 し々てきたら３分ほど絶えず底を混ぜながら加熱する。
④火を止め砂糖（B）を加え溶かし、牛乳（B）を加える。
⑤粗熱がとれたら、型に流し冷蔵庫で冷やす。【画像①】
⑥小鍋に粉寒天（B）を入れ、少量のみかんの缶汁で溶いてから残りの缶汁を加える。
　中火にかけ沸 し々てきたら３分ほど絶えず混ぜながら加熱する。
⑦火を止め粗熱がとれたら、牛乳寒天の表面に流し冷蔵庫で冷やし固める。
⑧しっかり固まったら、牛乳パックの底の部分を切り、クッキングシートごと引き出してカットし器に盛る。【画像②】

【作り方】

①耐熱容器に牛乳（A）と粉ゼラチンを入れ全体に混ぜて5分
おく。
②容器の蓋を少しずらして電子レンジ（600w）で1分加熱。
　（加熱し過ぎないように注意。）
　ゼラチンが完全に溶けたら、砂糖を加えて、スプーンで混ぜ
てしっかり溶かす。
③牛乳（B）を数回に分けて入れ、ラム酒を加えて冷蔵庫で冷
やし固める。
④水でさっとぬらしたスプーンですくって器に盛り、メープルシ
ロップをかけ、ミントの葉を飾る。

【下準備】 牛乳パック（1L）1本

【作り方】

牛乳パック型に
流すときは
粗熱がとれてから！

大人の牛乳プリン牛乳500mlで作る！
【材料】 【作り方】

ショコラテリーヌ牛乳300mlで作る！
【材料】

牛乳（A） 50ml
粉ゼラチン 10g

牛乳（B） 250ml
板チョコレート 2枚(100g) 

ココアパウダー（純ココア） 20g
グラニュー糖 50g
はちみつ 30g

生クリーム 200ml

★

500
ml

300
ml

1L

【画像①】

耐熱保存容器ひとつで、
下ごしらえ、調理、保存まで！

牛乳が
熱いうちに
ゼラチンと
チョコレートを
溶かす！

QRコード

レシピ動画は
こちら

粉寒天（A） ８ｇ
砂糖（A） 大さじ４(40g)
牛乳（A） 600ml

砂糖（B） 大さじ6(60g)
牛乳（B） 400ml

みかんの缶汁 ２缶分(360ml)
粉寒天（B） 2g

みかんの果肉（缶詰） ２缶分(450g)

牛乳（A） 100ml
粉ゼラチン 10g
きび砂糖  50g

牛乳（B） 400ml
ラム酒 大さじ1

メープルシロップ 適量
ミントの葉 適宜

●牛乳パックにクッキングシートを敷き、冷蔵庫へ
●牛乳（A）と粉ゼラチンを合わせておく
●チョコレートを刻んでおく　●★を合わせておく

①小鍋に牛乳（B）を沸騰直前まで（湯気が立つのが目
安）混ぜながら温め、火を止めてからふやかしておい
たゼラチンを加える。手早く混ぜて、更にチョコレート
を加えて完全に溶かす。
②合わせておいた★を加え、チョコレートのツヤが出る
まで溶かしながら混ぜる。
③生クリームを加えて混ぜる。
④小鍋に氷水をあて、とろみがつくまでヘラで混ぜな
がら生地が５度以下になることを目安に冷ます。
⑤型に生地を流して、冷蔵庫で半日以上冷やし固める。
⑥しっかり固まったら、牛乳パックの底の部分を切り、
クッキングシートごと引き出してカットし器に盛る。
　（みかんの牛乳寒天：画像②参照）

（※カカオ50％以上）

（乳脂肪40％以上がおすすめ）

お子さんが一緒に
召し上がる場合は
ラム酒なしでも。

【画像②】

引き出す

カット
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あ と が き

info@j-milk.jp学術調査グループ 部長 池上 秀二

食や健康に関する疑似科学的情報は、消費者を混乱させ、

健康被害や疾病を悪化させてしまうことにつながります。

特に牛乳有害説に出会ったら、その根拠となる研究の信用度を必ず確認することが大切です。

Jミルクでは、科学的根拠を基にした正確な情報の蓄積と提供を続けています。

　牛乳ほど科学的に研究をされながら、一方で両極

端な言説にさらされてきた食品は多くはありません。

牛乳有害説の根拠の大半はいわゆる「疑似科学」に基づいて

います。疑似科学とは、「科学的な外観を備えているものの、

実際には科学としての要件を満たしていないために誤った結

論に至った研究や、それに基づく主張」と定義されています。

科学と疑似科学を区別する際の指標として、特にポイント

となるのが「データの観点」です。昨今のアンチミルク情報の

根拠となるデータは完全にウソというのはまれで、何らかの科

学的根拠(エビデンス)が添えられていることがほとんどです。

そのエビデンスの研究デザインを知り、エビデンスの「信用

度」をはかることが、疑似科学を見極める手がかりとなります。

試験管レベルの研究から、動物実験、ヒト試験とエビデンス

レベルは上がっていきますが、ヒトを対象とした研究でもその

研究デザインによってエビデンスレベルは異なります。そし

て現在、最も信用度が高いとされるのが、複数の研究結果を

収集して統合・分析するメタ分析(システマティックレビュー)

です。エビデンスレベルに加えて、査読付き論文（掲載に審査

がある論文）であるか、掲載された媒体の質なども判断材料

になります。

エビデンスレベル

Jミルク 疑似科学と牛乳

データを根拠に
「牛乳は有害」とする情報は信用できるの？

FACTBOOK
「疑似科学と牛乳」（Jミルク）

国立がん研究センターのサイトをもとに改編
出典：山本輝太郎 2021年6月30日オンライン開催セミナー「食の疑似科学を考える」（Jミルク 食生活ジャーナリストの会共催）スライドより抜粋

「エビデンスレベル」に基づく判断・判定現在の有力な解答

科学的根拠がある＋信用できる（重要）何をもって「信用できる」と判断できるか？

信用度・高

信用度・低

（RCTに基づく）メタ分析

ランダム化比較試験（RCT）

非ランダム化比較試験

分析疫学研究（症例対照研究、コホート研究）

症例報告などの記述研究
データに基づかない専門委員会や
専門家個人の意見

Ⅰ
Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

Ⅴ

Ⅵ

エビデンス





9 J-MILK REPORT Vol.44 SPRING / SUMMER 2022

Jミルク公式チャネル

JミルクもSNSにチャレンジしています！

j-milk School
「牛乳大好き新入社員 ロクイチくん」

j-milk School ‐Seminar‐
①腸内環境について学ぼう!（前編）
②牛乳・乳製品でおいしく腸活!（後編）

j-milk School ‐Cooking‐

●著作権
【テキストや画像の投稿における注意点】

1. 認知度の向上
2. イベントやキャンペーンの告知・募集
3. ファンやアンバサダーの獲得・育成
4. ブランディング(関心の醸成)

　2つめのポイントはSNSの活用目的を明確化するこ
とです。情報をたくさんの人に届けて商品やサービス
の認知向上を図る運用が一般的ですが、長期目線で
ファンの育成やブランディングに活用するケースも増
えています。多くの企業が、各SNSの特性も踏まえな
がら目的に応じて複数のサービスを併用しています。

　発信する情報内容や頻度、担当者・グループ内での権限の分担な
ど具体的な運用指針を決めます。いわゆる炎上などのトラブルを防ぐ
ためには、個人情報や諸権利の保護などコンプライアンスに配慮し
たガイドラインやルールを策定し、担当者だけでなく社内全体で共有
することも大切。不特定多数の人に手軽に発信できるメディアだから
こそ、高いセキュリティ意識が求められます。

牛乳・乳製品で腸から元気に！
～おいしく、たのしく、健康に～

（今日）

①腸内環境について学ぼう!

Ｊミルク放送部 【公式】

一般社団法人 Jミルク

@Jmilkofficial
一般社団法人Jミルク
@j_milk_official

SNSの活用目的を決めよう2 指針やルールを共有しよう3

SHARE ON SNS

著作物の無断使用は不可。ネットからの引用にも適用されます。
●肖像権
人物写真の無許可掲載はトラブルの元になりやすいので要注意。

●商標権
商品やロゴなどが映り込んだ画像の掲載は権利者の許可が必要。
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生乳及び牛乳乳製品需給の課題解決に向けた取り組み‐1

　全国すべての生産者及び乳業者を対象に、関係団体等
のご協力を得て周知いただいております。より多くの業界
関係者にご協力いただきますようお願い申し上げます。

Jミルク 乳製品在庫調整

　日本の生乳需給は、国内生乳の仕向け先の半分以上を占める飲用需要へ
優先的に供給するとともに、飲用需要等の変動を乳製品加工で調整し、酪農
経営や乳業経営の安定を図る構造です。

近年では、都府県の生乳生産量が減少する中、不足分を主に北海道から
移送することなどで、全国の生乳需給を調整する構造となってきており、その
依存度はますます高まっています。

　新型コロナ感染拡大により、学校の一斉休校から始まるさまざまな行動制
限によって、需要が減少したため、乳製品加工で調整を図ってきましたが、新
型コロナの影響が続くことにより、乳製品在庫が積み増しし、特に脱脂粉乳
は過去最高の在庫水準で推移しています。また、需給調整の負担が一部の地域
及び乳業者に集中するなどの需給緩和における問題が顕在化しております。

　このような状況をこのまま放置すると需給調整の構造が破綻し、飲用市場
も含めたミルクサプライチェーン全体の安定を保つことができなくなる恐れが
あることから、農林水産省との共催で、2021年9～10月に生産者団体11組織、
乳業メーカー17社及び全国連での意見交換会を計8回開催し、共通理解と
在庫対策の考え方をまとめました。新型コロナの影響により増加する脱脂粉乳
の在庫削減に向けて、生産者・乳業者拠出により酪農乳業在庫対策基金を
造成して事業を実施いたします。

1．酪農乳業乳製品在庫調整特別対策事業（新規）

在
庫
対
策
の
基
本
的
な
考
え
方

共
通
理
解

基
金
の
考
え
方

2022年度から生産者・乳業者の協力により新たに実施いたします。

　コロナの影響による消費の減退が要因と
なっている在庫については、一部地域の問
題ではなく、全国の生産者、乳業者の問題
として、乳製品の在庫削減対策を緊急的に
講じる必要がある。

乳
業
者

基
金

飼料用輸入
脱脂粉乳

輸入調製品

国産脱脂粉乳

拠出

補填

置
き
換
え

拠出
生
産
者

価
格
差
発
生

1対1

詳細は
こちら乳製品在庫対策基金造成への

ご協力について

【期末在庫】

（トン）

0

20,000

40,000

60,000

80,000

100,000

2018 2019 2020 202１.8末 2021.3末
（予測）

（年度）

9.7万t

コロナによる飲用需要
も含めた全国の需要
減退を主に北海道で
調整してきた

酪農乳業乳製品在庫対策基金 （2022年度予算案：約40億円、2023年度予算案：約3.6億円）

生産者　約36.3億円
基金拠出分(45銭/kg)

国負担

在庫調整乳業者負担

利益分等控除(70円)

飼料用販売価格

生産者基金負担
乳業者基金負担

在庫調整乳業者負担
利益分等控除(70円)

調製品等置き換え価格

生産者基金負担

乳業者基金負担

在庫調整乳業者負担

利益分等控除(70円)

海外輸出価格

生産者基金負担

乳業者基金負担

在庫対策事業助成モデル （基本的な考え）

生産者・乳業者の
負担割合は1：1を
原則として運用

乳業者　約7.3億円
基金拠出分(10～45銭/kg)

乳製品在庫調整乳業者負担分
(本体価格(単価)の値引き) 約29.0億円

乳業者
負担
合計
36.3
億円

大口需要者
価格

※基金への拠出
は消費税は
不課税として
取り扱う

※

※予算案は単価を決定する前であったことから生産者50銭/kg、乳業者10銭/kgで算出した額となっております。

国
在庫低減支援対策
(28.3億円)
※対象：脱脂粉乳

北海道から
生乳を供給

脱脂粉乳

バター
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乳牛と共に生きる
酪農家の仕事とは

（全8回）

新連載

　SDGsに対応するための酪農乳業界の
具体的な取り組みも踏まえつつ、持続可能
な社会に貢献するための施策や可能性につ
いて研究者らが意見交換します。下記サイ
トより事前登録の上、ぜひご参加ください。

最新・おすすめコンテンツのご紹介

コラム

セミナーのお知らせ

ミルクレシピ・乳和食

Jミルク レシピ

ミルクレシピ

Jミルク 乳和食

乳和食

Jミルク 乳牛と共に生きる

乳牛と共に生きる
酪農家の仕事とは

渋沢栄一と酪農乳業

渋沢栄一と
酪農乳業のかかわり

需給情報・データーベース

Ｊミルク 需給

需給見通し・需給短信

季刊誌

Ｊミルク 国際Dairyレポート

国際Dairyレポート

調査・研究

Ｊミルク 食生活動向調査

牛乳乳製品に関する
食生活動向調査

FACTBOOK 疑似科学と牛乳

FACTBOOK
「疑似科学と牛乳」※会員限定版あり

最新情報

アカデミックリサーチアップデート

アカデミックリサーチ
アップデート

Jミルク 戦略ビジョン

酪農乳業
戦略ビジョンニュース

※関係者限定サイトです

※SDGｓ関連情報※国内外の研究

BOOK

乳の学術連合 書籍 SDGs

持続可能な酪農
－SDGsへの貢献－

Jミルク 東京ミルクものがたり

東京ミルクものがたり

Jミルク SDGsウェビナー2022

Jミルクインテリジェンス

Jミルク
インテリジェンス
※国際情報

Jミルク データーベース

データベース

お申し込みはこちら

「持続可能な社会の実現に向けて酪農乳業が
どのような貢献ができるのか」

開催日時： 6月21日(火)14時～16時30分(予定)
実施方法： ハイブリッド型 Zoomウェビナー

テーマ

JミルクのWebサイトをチェック!

SYMPOSIUM

ラウンドテーブル方式を取り入れた参加型シンポジウム

※シンポジウムの
　アーカイブ配信中
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QRコード
Google

フォームからも
登録できます

視聴は
こちら

info@j-milk.jp（ご意見・ご感想お待ちしております）

編集後記

　2022年度からJミルクリポートは年2回の発行に変更しま

す。酪農乳業と牛乳乳製品の存在価値をさらに高めるため、

引き続き、全国の酪農乳業関係者の取り組みや思いを、SNS

でより身近に広く発信することを強化します。つながりや交流

がより一層深まるよう努め、皆さまと共にこの難局を乗り越え

ていきたい所存です。

日本中のミルクファンのみなさま、
牛乳に関わるお仕事のみなさま
一緒に投稿しませんか？

Information

最新情報はメルマガで！

Ｊミルク メルマガ

一緒に
活動しませんか？

会員募集中!メルマガ
みなさまにいち早くJミルクの

コンテンツ情報をお届けしたい！

毎月1日、メールマガジンを配信して

います。ぜひご登録ください

milkday@j-milk.jp

お申し込み方法

①お名前 ②ご 所属 ③メールアド

レスをご記入の上、下記までご連

絡ください。

J-MILK REPORT（Jミルクリポート）
バックナンバーはこちら

Back
number

　牛乳・乳製品を使った料理を作り、ご自身のSNSでハッ

シュタグ「#牛乳料理部」をつけて投稿すればあなたも部員！
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YouTube公式チャンネル

■インタビュー

新プロジェクト
給食のない日にも牛乳を飲もう！

2

表紙・裏表紙イラスト：佐藤 香苗さん（イラストレーター）
これから始めるSNS活用
今さら聞けない基礎基本をわかりやすく解説

SNS特集8 Information15

2022年度もSNSでミルクを盛り上げます14
■ 4月～5月： 「MILK de TOAST! #ミルクで乾杯2022」
■ 6月（予告）： 牛乳の日・牛乳月間

10

j-milk School ‐Cooking‐5
牛乳を食べよう！

Q&A Vol.4

最新研究でわかった！
ミルクの気になるギモンQ&A

6

Ｊミルク 2022年度事業計画の概要
■特に考慮する視点
■ 生乳及び牛乳乳製品需給の課題解決に向けた取り組み
■ 戦略ビジョンの推進と酪農乳業のSDGsに関する取り組み

コンテンツ紹介13
■ 最新・おすすめコンテンツのご紹介
■ セミナーのお知らせ

長島 美保子さん（公益社団法人 全国学校栄養士協議会 会長）
児玉 浩子さん（帝京平成大学大学院 健康科学研究科 特任教授）

2022年度生乳需要基盤確保事業 独立行政法人農畜産業振興機構 後援


